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1.　序論
　今日では、誰もが好きな場所で好きな音楽を楽しめるようになり、「音楽」というもの
がとても身近なものとして定着している。しかし、はたして昔から音楽とは現在のように
身近なものであったのだろうか。また、これから先も身近なものであり続けるのであろう
か。このような疑問を抱いた理由として、例えば、西洋の宮廷時代には、音楽は宮廷の召
使として仕える音楽家たちが貴族のために作曲演奏するものであって、一般庶民にとって
はとても身近なものとは言い難かったからである。このことに加えて、近年 CDの売上が
減少している一方で、ライブやコンサートの観客動員数は増加しているという現象から、
私たちは、人々と音楽との物理的・心理的距離が、この疑問を解決する上でとても重要な
カギを握っているのではないかと考えた。本稿において、「音楽の持つ希少性」という考
え方のもと、西洋の宮廷時代の音楽から現代の音楽までにおける、音楽の持つ希少性の変
遷を考察していくことにする。本稿を通じて最も主張したいことは、もともとは希少性の
高かった音楽が様々な要因によって大衆化したが、そのことによって、消費者は音楽本来
の希少性を感じることが難しくなってしまったために、再びライブやコンサートのような
直接の演奏を求めていくようになり、今後もその傾向は続いていくだろう、ということで
ある。
　なお、本稿で用いる希少性とは「消費者からみた音楽との距離」と定義する。その分析
方法としては、再現可能回数、消費可能者数、傾聴可能場所数の 3つの尺度で音楽の希少
性を決定する。すなわち、再現可能回数が少なく、かつ消費可能者数が少なく、かつ傾聴
可能場所数が少ない音楽が最も希少性の高い音楽となる。
　また、本稿で議論する音楽とは「個人、または一定の集団の音楽を生業としている者が
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第三者に聞いてもらうために作曲・演奏したもの」と定義する。よって、一般人が唐突に
思いついた旋律を口ずさんで出来る音楽など、一般人の間で完結する音楽は本稿の対象外
とする。
　次節以降では、希少性の変遷を時系列順にそれぞれ「音楽の独占」、「音楽の大衆化」、
「音楽のデジタル化」、「音楽の再アナログ化」の 4つに分け、各区分においてどのような
要因によって音楽の持つ希少性が変遷していったのか、すなわち、消費者による音楽を消
費する行為に対してどのような影響が及んだのかを考察していく。
2.　音楽の独占
　2─1.　宮廷音楽
　「8時になると、選帝侯の教会堂での侯個人のコンサートに皆集まってくる。選帝侯妃
と宮廷の夫人らはトランプをしている」（ザルメン，1988，p. 146）。これは、宮廷で音楽が演
奏される時の様子である。19世紀の中頃までの音楽は「貴族階級の内輪のパーティの性
格」（渡辺，2012，p. 24）を持ち、貴族やその知り合いのみが聴衆として集まり、そこで飲
食や交流を楽しみ、音楽は、皇帝の権力や権威を示すために使われた。また、当時の音楽
家は、貴族に雇われ、貴族の命令に応じて、宮廷の行事や娯楽のための音楽を作曲し、演
奏しなければならなかった。そのため、音楽は貴族が楽しむもの、貴族に独占されたもの
であったということができ、音楽は一般市民にとって遠い存在であった。
　つまり、宮廷での音楽は、貴族階級とその知り合いという限られた存在が、社交的な関
係を築くための飲食や娯楽の中で、生の演奏でのみ聴くことが出来たのである。また、そ
の音楽は、皇帝を称える絵画やシャンデリアなどに囲まれた荘厳な雰囲気を持つ演奏会場
で演奏され、そこでしか聴衆は音楽を聴くことが出来なかった。このように、音楽は市民
の日常生活から離れたものとして存在し、貴族階級社会という閉ざされた空間に位置して
いたことにより、その希少性は極めて高い状態にあった。
　2─2.　劇場コンサート
　19世紀の中頃になると産業革命や市民革命を経る中で富や権力を持ち始めた一般市民
層が、以前に貴族層が支えていた演奏会を支え始める。そのため、貴族層だけではなく市
民層にも音楽と触れ合える環境が作られた。一見、音楽の消費可能者が増加し、宮廷から
音楽が解放され、傾聴可能場所も増加したことで、音楽の希少性は以前よりも下がり始め
たと考えることもできる。
　しかし、実際はそうではなかった。なぜなら、当時、予約席制度の存在や入場料の差別
化が行われていた結果、特権階級のみが良い席を確保でき、限られた聴衆しか演奏会場へ
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の入場を許されなかったからである。演奏会場では「聴衆の目と耳を破壊するものすべて
を排除せよ」（ザルメン，1988，p. 50）と言われ、演奏会場を外部からシャットアウトし、演
奏中に客席の照明を落とすことなどが行われた。そして、代金を支払い演奏会場に来る聴
衆が集中して音楽に向き合うことを可能にするため、演奏会は「純粋に音楽を聴きたい人
が集まる場」（渡辺，2012，p. 30）と変化した。その結果、渡辺（2012）の言葉を借りると、
演奏会場は「隔離された特権的な空間」に変化し、裕福な市民層を中心とした聴衆は、そ
の非日常的な空間で「きわめて個人的な体験」をすることになった。
　そのため、劇場コンサートの音楽は、演奏会場に足を運ぶことが出来る人々が唯一受け
取れるものであった。そこで人々は生の音楽を聴くことになり、いまここでしか経験でき
ない生の音楽を受け取った。そのため、劇場コンサートにおける音楽は、かつての貴族階
級に独占されていた音楽が市民層に広まったという事実を考慮しても、「上流社会の娯楽
の最上位」（ウェーバー，1975，p. 29）に浮上しただけであり、音楽の希少性は高く保たれた
ままであったと考えられる。
　ここまで宮廷音楽と劇場コンサートに触れてきたが、共に複製技術が存在していない時
代であり、当時の音楽の再現可能回数は限りなくゼロに近い状態であった。そのため、音
楽の消費可能者は、自ら宮廷や劇場に足を運び、音楽を自分の目で見て耳で聴くことが出
来る身分の者だけであり、音楽の消費可能者数は少なかった。また、その音楽を聴くこと
が出来る場所も演奏会場という富裕層が集まる場所に限られていた。結果、音楽は、特権
階級が日常生活から閉ざされた場所で聴くという、希少性が高いものであったといえる。
　2─3.　蓄音機
　演奏会場で生の演奏でしか聴くことが出来ず、希少性が極めて高い状態であった音楽
を、一般の人々が聴くという経験が、日常生活にも入ってくるようになる。そのきっかけ
となるのが複製技術の発明である。1877年、エジソンにより蓄音機が発明され、1910年
代になると、蓄音機によって本格的な音楽録音が行われるようになり、1924年の電気録
音技術の完成によって、人々が劇場に足を運ぶことなく、家の中や街の中でも音楽の鑑賞
をすることが出来る環境が作られた。
　このような複製技術によって、音楽はどのように変化したのか。まず、「「本物」のコピ
ーが日常生活の中へ」（渡辺，2012，p. 91）入ってくるようになり、演奏会場に足を運び、
いまここでしか音楽を聴くことが出来ない環境ではなくなった。音楽の本格的な再現可能
性が初めて生まれたのである。それにより音楽の一回性がなくなり、音楽の希少性に影響
を与え始める。また、音楽が地位の高い聴衆が集まる演奏会場という閉ざされた世界か
ら、日常社会に解放された。そのため、蓄音機を購入することで、家庭でも音楽を聴くこ
とが可能となり、音楽が大衆の手に届きうるものになった。しかし、1920年代の電気録
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音技術が用いられた日本の蓄音機の値段は 200円～2000円であり、この時代の小学校教
員の初任給が 40円であったことを考えると、蓄音機は高価であった。日露戦争の戦利品
として蓄音機があったと言われているが、兵隊はそれが何であったか分からずに、共に置
いてあったレコードをせんべいの一種と勘違いして口にした、というエピソード（加藤，
2006，p. 121）からも一般庶民には蓄音機が遠い存在であったことが想像できる。したがっ
て、音楽を皆が楽しめたと言い難く、音楽は、富裕層の世界から抜け出すことはできず、
音楽の希少性は下がり始めたが、高い状態で維持されていたと考えられる。
　このように、複製技術の登場により、一つの音楽について再現可能性が生まれ、人々が
演奏会場に行かずとも音楽を聴くことが出来る環境が作られた。それに伴い、その音楽を
受け取れる消費可能者数と傾聴可能場所数が増加し始めた。よって、複製技術の登場によ
って音楽の希少性は低くなり始めたといえる。しかし、その音楽の消費可能者は、蓄音機
を買う余裕がある人に限られ、音楽は富裕層の世界からは解放されていない。そのため、
依然として音楽の希少性は高い状態にあったと思われる。
　2─4.　ラジオ
　前項で取り上げた蓄音機に少し遅れて登場したのが、無線通信による音声の送受信を可
能にしたラジオである。1895年には無線電信が成功し、無線通信による音声放送である
ラジオ受信に初めて成功したのは 1900年であったが、音の歪みがひどくしばらくは実験
的な放送しか行われなかった。その後、世界各地で実験的な放送は行われるものの、音楽
の希少性に関係の強い商業放送が初めて行われたのはアメリカで 1920年にまで下っての
こととなった。また、日本における商業放送が始まったのは 1925年であったが、詩人の
萩原朔太郎が初めて聞いたラジオの音を「こはれた機械でキズだらけのレコードをかけて
る時にそつくり」（萩原，1975，p. 288）と表現した程度の音質であった。
　この時代の音楽は、蓄音機の登場により再現可能性を持つようになっていたが、前項で
述べたとおり蓄音機は高価な存在であり、音楽の大衆化を飛躍的に進めたのは、ラジオの
存在が大きいといえる。なぜならば、ラジオは最初の大衆放送メディアであり、音楽を広
範に拡散するという点で大きな影響を与えたためである。商業放送開始後のラジオについ
ての議論は次節で触れることにする。
3.　音楽の大衆化
　3─1.　ラジオ
　1920年代、アメリカは「黄金の 20年代（Golden Twenties）」と表現されるほど大規模
な経済的発展を遂げた。このように表現される大きな要因として、多岐にわたる大衆消費
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財の導入があげられるが、ラジオもそのうちのひとつである。その後、1930年代のアメ
リカで「ラジオ黄金時代」と呼ばれる時代が築かれたのも「黄金の 20年代」を経て、ラ
ジオの普及が急速に進んだことに支えられている。後のテレビの登場・普及までは、即時
性の高い情報が伝わってくるメディアとして、ラジオは人々に受け入れられ、大量消費市
場を促進するものとしての立場を確立した。また、「ラジオの黄金時代」には放送局が増
加し、数多くのプログラムが用意されることになり、高い娯楽性も兼ね備えていた。
　市場が大量生産、大量消費へと向かうと、音楽も流れに逆らうことなく「大量消費の時
代」へと突き進んでいった。先にも述べたとおり、ラジオは最初の大衆放送メディアであ
り、音楽を広範に拡散する手段として利用された。したがって、音楽はラジオによって初
めて大量消費市場に足を踏み入れ、それまでの富裕層に独占された状態から解放されるこ
ととなった。このことを希少性という観点から見ると、ラジオは、ラジオ登場以前に比べ
て消費可能者数を爆発的に増加させたと言える。一方で、再現可能回数については、ラジ
オからの録音技術が発達するのには、ラジオの登場からしばらく間が空いたためすぐに増
加したとは言い難い。また、現代のようにコンパクトラジオなどはないため、持ち歩いて
聞くことは容易ではなかった。傾聴可能場所数についても電波受信可能範囲の広がりにあ
わせて増加したが、あくまでラジオが置かれている室内という制限があった。
　3─2.　レコード
　レコードの登場により、人々は音楽ソフトを購入するという消費行為を行うようになっ
た。自分が選んだ音楽を、楽しむことができるようになったのである。また、再生装置を
個人で持つことで、ある程度プライベートな環境で音楽と接する機会が生まれた。
　レコード発明当初の主要商品は、短時間であり音域が限られている声楽であった。しか
し、技術の発展と共に長時間・高音質での録音が可能となると、長時間の演奏を行う交響
曲を、楽章ごとに連続で収録することができた。それにより、レコードは、コンサートの
代用としての役割を持つようになった。その例として、ホームコンサートや、レコードコ
ンサートが開かれていたことが挙げられる。レコードコンサートは、れっきとしたホール
や集会所を貸し切って行われるものから、図書館が主催し、市民が自由に参加できる形態
のものまで様々であった。このように、かつてコンサートに出掛けなければ聴けなかった
生の音楽を、人々はレコードを用いることによって何度でも楽しむ事が出来るようになっ
た。音質的にも時間的にも満足のいく高級音楽を手に入れることが出来たのである。
　一方で、レコードには、取り扱いが非常に難しいという難点も存在する。特に、ほこり
や傷に弱く、注意して扱わなければ雑音が発生してしまう。また、手の脂によって、カビ
が生えてしまうこともある。特に、SPレコードは材質により、落とせば割れてしまう程
脆いものであった。また、レコードは扱いづらさだけでなく、再生装置が決して手ごろな
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値段ではなかった。当時、ステレオを買いそろえて再生するには、レコードプレーヤー、
アンプ、スピーカーだけでも 25万円以上はした。アンプ一体型の安価なプレーヤーでも、
10万円弱はしたのである。故に、レコードの再生装置はあっても一家に一台であった。
また、再生装置は場所を取るものでもあったため、レコードは必然的に家族と一緒に聴く
ものであった。そのため、居合わせた人が音楽を共有するという形態がとられていた。
　3─3.　CD
　1990年代には音楽ブームが訪れ、多数のミリオンセラーが生まれた。1988年から 1998
年の 10年間で、オーディオレコードの市場規模は約 2倍に急成長し、90年代後半には、
年間 40枚以上の CDが 100万枚以上の売り上げを記録している1）。 音楽ソフトを買うとい
う行為が大衆化し、人々は音楽を大量に消費するようになった。このように、人々にとっ
て音楽は非常に身近な存在となったのである。また、高音質を追及するため、レコードを
利用していた人やラジオから楽曲を録音していた人も、CDを利用するようになった。
　CDの持つ手軽さや再生装置の低価格化は、音楽の標準化を可能にした。かつてのアナ
ログレコードに比べると、CDは扱いが容易であり耐久性にも優れている。人々は特別な
注意を払わずに、音楽を再生し管理できた。さらに、CDの場合には 60分以上の再生が
可能であり、また、自分の好みで選曲し再生を行うことができた2）。このような手軽さ
が、女性や若年層といった新たな層にも爆発的なヒットを引き起こした。続いての要因と
して、再生装置の低価格化が挙げられる。SONYが開発した第 2号機の「D-51」と呼ばれ
るものは、当時 4万 9千 8百円で発売された。レコードプレーヤーや第 1号機の価格（16
万 8千円）と比べるとはるかに低価格であった。この値段は原価率 200％、つまり、製造
原価の半分の値段であった。この手ごろさと、手のひらに収まるコンパクトな外見がヒッ
トを生み、LPから CDへの買い替えが進んだのである。つまり、人々は高音質の音楽を
低価格で手に入れることが出来るようになったのである。また、再生装置の低価格化によ
り、アナログレコード時代には再生装置は一家に一台だったものが、一人一台持つように
変化した。人々は個別に自分が聞きたい音楽ソフトを購入し、音楽を楽しむようになった
のである。同時にコンサートが副次的なものへ変化していった。
　3─4.　テレビ
　人々はテレビをつければ、歌番組や CM・ドラマから映像と共に自然と音楽が耳に入る
状態にあった。自分の聴きたい音楽が聴けるわけではなかったが、人々の日常に音楽が入
り込むようになった。CDやレコードを買うことなく、当時流行っていた曲を無料で聴く
ことが出来たのである。
　1990年代には、CDによる多数のミリオンセラーが登場し音楽ブームが沸き起こった。
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同時にテレビは、ドラマや CMに楽曲を提供するタイアップというビジネスモデルを通
して、ヒット曲に大きな影響を与えた。実に 1991年から 98年のオリコン年間シングルト
ップ 50曲のうち、8割以上がタイアップ曲であった。例えば「東京ラブストーリー」の
主題歌の「ラブ・ストーリーは突然に」は、254万枚の売り上げを記録した3）。この曲は
ドラマの為に書き下ろされた曲であり、作中にも繰り返し使用された。そのため、ドラマ
を見ていた人に音楽が刷り込まれ、ドラマのヒットと共にタイアップ曲もヒットした。こ
のようにして、売れる曲はタイアップ曲という構図ができたのである。また、タイアップ
により流れる音楽は、CMやドラマに使用されるため期間が限られている。その為、当時
のヒット曲は長く続くものは少なかった。人々は、一つの音楽を短期間に大量に消費して
いた。また、「ザ・ベストヒット」を始めとし、数多くの音楽番組が放送されていた。そ
こでは、スタジオ内で披露される音楽や、スタジオの外から生中継で送られてくる臨場感
あふれた音楽を楽しめた。TRFや安室奈美恵のようなダンスと歌を融合した、ダンス音
楽が注目されたのはテレビの影響が大きい。テレビの最大の聴衆スタイルの変化は、聴覚
のみならず、ドラマのエンディングやアーティスト本人によるパフォーマンスといった視
覚を通じて音楽を楽しむようになったことである。
　こうして録音技術の発展により、コンサートでしか味わうことのできなかった一回限り
の音楽を何度でも楽しむことができるようになった。さらに、ラジオやテレビといったメ
ディアが音楽を扱うことで、人々は無料で音楽を享受できた。その為、当時の音楽の再現
可能数は以前よりも高くなり、音楽を受け取れる消費者の数も飛躍的に伸びた。また、ラ
ジオカセットや CDウォークマンのような再生装置がコンパクト化したこともあり、音楽
の傾聴可能場所も増えた。以上から、当時の音楽の希少性は、以前と比較すると、低くな
ったと言える。
4.　音楽のデジタル化
　4─1.　インターネット配信
　3節では、音楽の大衆化について述べた。4節では、音楽のデジタル化として「インタ
ーネット配信」「モバイル配信（着うた、着メロ）」「動画共有サイト」から音楽の希少性
にアプローチする。
　情報通信技術の発展により、デジタル化された音楽は、インターネットコンテンツの 1
つとして流通するようになった。そこでは、今までアルバムを購入しなければ手に入らな
かった楽曲が 1曲単位で購入できる。これまで CDやレコード等のパッケージに依存して
いた音楽は、1曲 1曲で完結し、直接消費者の元へ届くようになった。
　日本では、1999年にソニー・ミュージックエンタテインメントが bitmusicでサービス
130
を開始した。現在では、iTunes Music Store Japanをはじめ、何種類ものインターネット
音楽配信サービスが展開されている。インターネット配信の利点は、24時間利用が可能
な点である。また、好きな曲だけを低価格で購入できる点である。つまり、CDショップ
やレンタルショップと自宅の間にあった物理的な距離、時間的な制限がなくなった。好き
な曲だけをダウンロードできるというのは、まさに音楽をどんどん消費するという現代の
象徴ではないだろうか。
　4─2.　着メロ・着うた
　携帯電話の普及につれて、着メロ・着うたといった音楽のモバイル配信が進展した。
「低価格」かつ「手軽」という利点から、両者は、幅広い年齢層に利用された。特に、着
うたは、音楽産業や音楽シーンに大きな影響を与えた。CD不況が叫ばれる中、西野カナ
や GReeeenなど、多くのアーティストの楽曲が 100万回以上ダウンロードされ話題とな
ったのは記憶に新しい。CD発売以前から配信され、広報の一環として利用される曲も多
く、着うた限定配信も存在した。この着メロ・着うたは、着信音として利用されただけで
なく、好きな曲を聴くため、目覚まし、視聴など多様な目的で利用された。また、着うた
フルは、CDの代替品としても利用され、大学生以下の若年層に支持された。
　音楽のモバイル配信は、携帯電話で音楽を聴くという行為だけではなく、サビなどの好
きな部分だけ再生することを可能にした。パケット定額制、配信サイトの定額制の要因も
あり、流行りの曲を次々に聴く、好きな部分だけ聴く行為へと導いたのである。人々は、
より一層音楽を消費するようになった。
　4─3.　動画共有サイト
　2000年代半ばに「YouTube」や「ニコニコ動画」等の動画共有サイトが登場した。動
画共有サイトには、各レコード会社やアーティストがチャンネルを持っており、無料で
PVや楽曲を視聴することが可能である。日本レコード協会による音楽メディアユーザー
実態調査4）によると、半年間で YouTubeを 2人に 1人が、ニコニコ動画を 4人に 1人が
音楽を楽しむために利用している。プロが制作した楽曲以外にも、素人が作成した楽曲の
動画も多く存在しており、関連動画のリンクから他の動画に移動することも容易である。
簡単な検索方法で、距離や時間によって生じた物理的に不可能なものから新しい音楽を発
掘できるようになった。動画共有サイトでは、音楽を有料配信や CDで購入せずに、無料
で好きな音楽を好きなだけ楽しめる。また、動画共有サイトを視聴目的で利用し、CDや
有料音楽配信で音楽を購入するユーザーも数多く存在する。視聴者は、無料と有料で音楽
の聴き方を区別している。しかし、動画共有サイトに存在するのは違法アップロードされ
たコンテンツが多い。さらに、サイトからの違法ダウンロードが横行しているのも事実
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だ。音楽の楽しみ方が多様化した背景には、違法行為の横行があることを忘れてはならな
い。
　音楽のデジタル化により、音楽は一つの転換期を迎えたといえる。これまでの CDショ
ップやレンタル店に足を運び、音楽を探すという探索コストが低下した。流通形態の変化
により、取引コストも低下した。オンライン上で、流行の音楽はもちろんのこと、CDが
廃盤になり入手困難な音楽や新しい音楽を視聴できる。さらに、音楽をモバイルデバイス
に転送すれば、家だけではなく外出中に音楽を聴くことが可能になった。また、外出中に
音楽をダウンロードすることも容易である。つまり、音楽のデジタル化により、消費者
は、物理的・時間的制約を受けることなく、音楽を楽しめるようになったのである。
　以上を踏まえると、音楽の持つ希少性が限りなく低くなったといえる。再生可能回数
は、無限である。ダウンロードした音楽はパソコンやデジタルオーディオプレイヤーで何
回でも再生が可能である。動画共有サイトにアップロードされている動画は、消えるまで
視聴可能であり、消費可能者数は携帯電話やパソコン利用者全員である。また、傾聴可能
場所数は、家、外出中など制限がない。低価格または無料で手軽に音楽が手に入る音楽の
デジタル化の進展は、入手可能性を高め、音楽との距離を一層縮めたのである。
5.　音楽の再アナログ化5）
　4節では音楽のデジタル化について述べた。音楽のデジタル化が進んだことで、いつで
もどこでもだれでも、好きな音楽を聴けるようになった。すなわち、音楽の流通・消費方
法が多様化したことで、序論で挙げた「再現可能回数、消費可能者数、傾聴可能場所数」
の 3つの尺度からなる「消費者からみた音楽との距離」は限りなく近づき、音楽の希少性
は、より低くなった。
　5節ではそうした音楽のデジタル化による音楽市場の変化について触れるとともに、新
たに収益を伸ばしているコンサート市場に目を向け、音楽の希少性の変化が人々の音楽の
消費行動に対してどのような影響を与えたのかをみていく。
　日本レコード協会によると、音楽 CD市場はピーク時であった 90年代後半に比べると、
生産金額が約 6000億円から 3000億円と約半分の規模に縮小している。この場合の生産金
額とは、CDや DVDなどの音楽ビデオを含めた、いわゆるパッケージソフトと呼ばれる
もので、音楽配信は含まれていない。
　その音楽の有料配信売上も 2008年の約 900億円から 700億円まで年々減少している。
「着うた」等でわずか数年のうちに数百億の規模へと急成長をとげた市場も、今では縮小
傾向にある。もちろんスマートフォンなどのデバイスの進化によって、「着うた」等のシ
ステムサービスが移行できなかった影響もあるが、4節でも触れたように、YouTubeをは
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じめとして、インターネットを通じた無料で音楽を楽しめる環境が、有料であった音楽ソ
フトや配信の希少性を低下させたことに原因もある。近年では、アーティスト側から
YouTubeやインターネットサイトを利用した、無料で楽曲を聴けるプロモーションを行
うようになった。現代社会において、多少のデジタルデバイスを扱う知識さえあれば、ほ
とんどの音楽を無料で聴くことが可能となったのである。
　その一方で、拡大傾向にあるのがコンサート市場である。ACPC（2013）によると、
1998年では約 1500万人だったコンサート年間動員数が、この 10年で年々増加し 2009年
には 2600万人を超えた。
　この背景には、音楽のデジタル化が進んで CD、モバイル、インターネットと消費方法
が多様化し、供給過剰になった録音された音楽の価格は下落する一方で、演奏をリアルタ
イムで聴くことができ、希少性が大きいコンサートの市場価値は上昇したことが挙げられ
る。コンサートでの生演奏は複製不可能なものであり、観客、会場、演出など自分の五感
でしか体験できないものであることが、希少性を高めていることにつながっているといえ
る。
　また、経済産業省（2012）によれば、97年に始まったフジロックフェスの影響で全国
的に音楽フェスが開催されるようになったことも、コンサート数が増加した要因の一つで
ある。加えて、レコード各社も、音楽ソフトコンテンツの売上が減少する情勢を鑑みて、
コンサートに重点的に力を入れるようになったことが挙げられる。事実、コンサートの収
益において、物販などチケット以外の収益も重要な位置を占めている。そうした当日限定
グッズ等がライブの価値を高めるのに一役買っていると考えられる。
6.　結論
　5節ではアナログなコンサートライブに希少性が見出された点について述べた。しか
し、こうしたコンサートの隆盛は、2節でふれた希少性の高いコンサートに人々が集まる
といった図式にほかならない。もちろん、宮廷音楽が「音楽は「隔離された特権的な空
間」で日常生活とは閉ざされた場所で聴く」などといった音楽の唯一の消費方法であった
点と、現代のコンサートが消費方法としての多様な選択肢の一つである状況は異なる。当
時は、生の演奏であること、周りの雰囲気も含めた一回性の体験による希少性は結果であ
って目的ではなかった。だが、劇場コンサートでの生の音楽に価値が見直されているのは
事実であろう。すなわち、デジタル音楽の希少性が限りなくゼロに近づいたことで、生演
奏という再現不可能な体験の価値が高まり、希少性を求めて人々がコンサートに足を運ぶ
ようになった。
　現代では、単に音楽を聴くことの希少性がゼロになり、その音楽の消費方法に価値が見
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出されるようになった。アタリ（2008）は「唯一解消できない希少性とは時間であること
から、「蓄積された時間」の市場価値は下がり、「生きた時間」の市場価値は高まるとい
う。よって、蓄積された時間である映画・音楽ファイル・本などは無料になる一方で、演
劇、ライブ・コンサート、講演会は有料になる」と述べているが、まさに今、再現可能回
数も傾聴可能場所数も限りなく少なく、消費可能者数も限られたコンサートの希少性に
人々の関心が高まっているのである。
注
 1）　日本レコード協会『オーディオレコード総生産金額』『年度別ミリオンセラー一覧』
 2）　SONY HP内　Sony History『第 9章　石もて追われる大賀』
 3）　注 1と同じ。
 4）　日本レコード協会『音楽メディアユーザー実態調査』
 5）　本節のデータは日本レコード協会『暦年生産実績音楽ソフト種類別生産【金額】の推移』及び
『有料音楽配信売上実績』に依拠した。
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